
  開校 140 周年の年の初めに 

校 長  山口 義一 

 

平成２８年、新しい年が始まり、静まりかえって

いた学校に活気が戻ってきました。 

学校にとっては、これからが１年の締めくくりの

時です。学校が、「できた。」「わかった。」という喜

びにあふれ、友達と仲良く助け合う優しさにあふれ、

生き生きとした元気にあふれる、そんな「笑顔あふ

れる学校」を目指して、まず締めくくりの３か月を

全力で取り組んでまいります。 

どうか今年もご理解、ご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

さて、今年は石神井西小学校にとって開校１４０

周年を迎える節目の年になります。本校は、1976

年（明治９年）に開校しました。 

昨年の大河ドラマ「花燃ゆ」の後半は、吉田松陰

の義弟の楫取素彦が、廃藩置県後の群馬県の初代県

知事となり、産業と教育の振興に奔走する話が中心

になりました。 

明治政府は、維新直後から教育改革の方策を作る

ことに努め、明治５年に学制が公布されました。そ

れから３、４年の間に、26,000 ほどの小学校が設

置されたのですが、本校もそのような時代の大きな

うねりの中で誕生しました。 

新しい学校制度ができたといっても人々の意識は

簡単には変わりません。ドラマの中でも、「勉強させ

る暇があったら働かせる。」と言われ、特に女児が教

育を受けることの困難さが描かれていました。（明治

９年の小学校就学率：男子 54.2%、女子 21.0%） 

また、学校設立運営の費用も税金や授業料、有志

の寄付金などにより、住民に多くの経済的な負担を

かけることになりました。 

このような困難な中、石神井西小学校は誕生した

のです。私はドラマを見ながら、本校開校当時の人々

の苦労や努力に思いを馳せていました。 

学校があるのが当たり前、だれもが勉強するのが

当たり前の時代にあって、私は本校誕生の歴史やい

くつもの戦争を乗り越えてきた歴史を子供たちによ

く知らせたいと思います。そして、当時の人々の苦

労や努力があって、現在の石神井西小学校があるこ

とに気づかせたいと願っています。  
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平成 22 年 11 月 2 日(火）発行 なわとび週間 

体育的行事委員会  蒲生 昌史 

           

 １月２５日（月）から２月５日（金）までの２

週間、中休みに全校児童が校庭に集い、なわとび

へのチャレンジに取り組みます。１週目は短なわ

を使って一人一人がいろいろな技に挑戦し、連続

して跳べる回数を増やす練習をします。２週目に

は学級単位で大なわを跳びます。学級で力を合わ

せ、声をかけ合いながら跳べる回数を増やしてい

きます。期間中、＜チャレンジタイム＞として、

１月２８日（木）には短なわを使って２分間の「前

まわし跳び」、２月５日（金）は大なわの記録づ

くりに挑戦します。 

 なわとびは、敏しょう性やリズム感を養うこと

に適しているともに、ロープ１本あれば、いつで

も手軽に楽しむことができる運動です。 

寒い冬の体力づくりとして、「なわとびカード」

を活用しながら進んでなわとびに親しませていき

たいと思います。 

 

書き初め展             

         文化的行事委員会 田中 亜弓 

１月１８日（月）から２９日（金）まで、校内書き初

め展を行います。書き初めは各教室の廊下に展示します。

都合のよいときに鑑賞していただいてかまいませんの

で、子供たちの力作をぜひご覧ください。 

 また、１月２３日（土）・２４日（日）には、練馬区の

小中学校による連合書き初め展が練馬区立美術館にて行

われます。各校の代表児童の作品が展示されますので、

こちらの方も、ぜひご覧ください。 

１月 生活目標 「礼儀正しくしよう」 

         生活指導部   熊 義史 

 「あけましておめでとうございます。」「今年も

よろしくお願いします。」など、元気のいい声が学

校に響きます。２０１６年、子供たちは気持ちを

新たにして、今日登校してきたことでしょう。 

 今月の目標は「礼儀正しくしよう」です。礼儀

とは、対人関係において、気配りや敬意、慎みの

気持ちを行動に表すことです。 

 普段から礼儀正しい子が多い石神井西小学校の

子供たちですが、学校生活において、誰もが一定

のルールのもと、楽しく安心して学校生活を送れ

るように大人がかかわっていったり、指導してい

ったりしたいと思います。 

 



 

  

 

                                 

 

 

                        

        

 

 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

    １ ２ ３ 

冬季休業日  
   

元旦  
  

４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 

   

 

 

冬季休業日終 

 

B4 時程 

特別全校朝会 

給食始 

安全指導  

Ａ３時程 

シャクニーシー 

 

(もちつき大会) 

 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

 

 

成人の日 

全校朝会 

発育測定 

(1・2・わ) 

委員会活動 

午後のみ月曜時間割  

Ｂ5 時程 

発育測定(3・4) 

 

児童集会 

発育測定(5・6) 

社会科見学(6)  

 

 

 

連合図工展始  

 

1８ １９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 

全校朝会 

クラブ活動 

校内書きぞめ展始 

（休館日） 

連合図工展見学(わ)  

本の探検ラリー(3) 

B５時程  

 

ユニセフ集会 

 

 

連合図工展終 

 

 

 

 

 

 

連合書きぞめ展始 

 

 

 

連合書きぞめ展終 

２５ ２６ ２７ 2８ ２９ 3０ ３1 

全校朝会 

クラブ活動 

なわとび週間始 

 

ユニセフ募金①  ユニセフ募金② 

1 年２組研究授業 

その他 B４時程 

音楽朝会  薬物乱用防止教室(6) 

社会科見学(5) 

 

校内書きぞめ展終 

  

 おもちゃランド            ２年担任 白石 雅子・是佐 友基 
  生活科で、グループごとにゴムや空気やばねなどを使った動くおもちゃを作りました。 

 せっかく作ったおもちゃなので、自分たちだけでなく、他の人にも楽しんでほしいと思い、12 月 12

日（土）の学校公開でおうちの人を招待しました。お父さん、お母さん、弟や妹も楽しそうにおもちゃで

遊んでいました。お家の人からは「よく頑張って作ったね。」「楽しかったです。」と感想とともに、こう

したらもっと楽しいな、と言うアドバイスもいただきました。そのアドバイスをもとに、14 日（月）に

は今度は 1 年生を招待しておもちゃランドを開きました。 

 1 年生には、国語で学習した「しかけカードを作ろう」をもとに、シャクニーシーのペアの友達に招待

状を作り渡しました。「1 年生は楽しんでくれるかな。」とドキドキしながらも一生懸命並ばせたり、説明

をしたり、そのうち看板を持って「来てください。」と呼び込む姿も見られたりしました。1 年生が楽し

めるように自分たちで考え、行動する姿に 2 年生としての成長を感じ、うれしく思った活動でした。                                               

 

 

ユニセフ集会・募金活動    特別活動部 久保 大・首藤 慶 

 今年度も計画委員会を中心とし、1 月 2１日（木）にユニセフ集会、1 月 2６日（火）2７日（水）の 2

日間で募金活動を行います。ユニセフ集会では、ユニセフが行っている活動や募金活動の意義について全校

児童に紹介します。世界には、自分と同じ年代の子供たちが過酷な環境に置かれ、支援が必要な現状を知り、

自分の考えをもつきっかけにしてほしいと思います。また、昨年度に引き続き、ペットボトルのキャップ収

集活動も行います。期間は１月１２日（火）～２月１３日（土）です。ご協力お願い致します。 


